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９月１３日から１０月１日までの日程で広島県議会９月定例会が開会しまし

た。地震防災対策を強化する事業の予算など総額１３２億円の９月補正予算

案や広島県青少年健全育成条例の改正案などが上程され、審議の結果可決

成立しました。また、ふくち基弘が所属する民主県政会からは、的場豊議員

（福山市）が代表質問、稲葉潔議員（福山市）、中原好治議員（南区）の２名が

一般質問を行いました。さらに令和５年度の広島県歳入歳出決算書が提出さ

れ、その認定については決算特別委員会を設置し閉会中に継続審査すること

となりました。決算特別委員会は９月２５日の本会議で設置され、ふくち基弘

は決算特別委員長に選任されました。

９月補正予算成立、決算特別委員長に選任

広島県議会議員   ２０２４年秋季号 [広島市西区版]

決算特別委員長選任の挨拶を行う様子

令和５年度の広島県の歳入歳出
決算の概要は下記のとおりです。
議会閉会中に決算特別委員会で
審査を行います。１２月定例会にて
審査結果が報告され、議決されます。

一般会計決算の概要

歳入決算額・・・・・・・・・１兆１６３０億円

歳出決算額・・・・・・・・・１兆１４７７億円

翌年度繰越財源・・・・・・・・・・１０４億円

実質収支額・・・・・・・・・・・・・・・４９億円

特別会計決算の概要

歳入決算額・・・・・・・・・・・・５６０３億円

歳出決算額・・・・・・・・・・・・５５０７億円

翌年度繰越財源・・・・・・・・・・・・４億円

実質収支額・・・・・・・・・・・・・・・９２億円

令和６年度９月補正予算の主な内容

広島港海田地区において公共ふ頭用地を拡張し、国際フィーダー機能を強化・・・・・・・・・・・５４億５３００万円

大規模災害発生時の孤立集落における通信および物資輸送機能を強化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５００万円

広島空港の国際定期路線の復便と貨物専用機就航に向けた経費の一部支援・・・・・・・・・・・・・・・５３００万円

芸備線再構築協議会が行う調査事業に要する経費の一部を負担・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３００万円

落石等により緊急的に対応が必要となった箇所など地域の実情をふまえた公共事業・・・・・２８億４２００万円

新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金等の返還・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３億７０００万円

財政調整基金への積立・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５億円
etc.



広島県議会議員 ふくち基弘広島県議会議員 ふくち基弘    ２０２４年秋季号 [広島市西区版]

MOTOHIRO FUKUCHI   

持続的な賃上げや子育て支援、防災対策の推進を

衆議院総選挙の投票に行きましたか？

□行った □行かなかった  □その他（ ）

現在、広島県で導入が検討されている宿泊税について、どう思いますか？

□賛成 □どちらかといえば賛成 □反対 □どちらかといえば反対

□その他  （ご意見等がございましたらご記入ください）

 

ご意見・ご質問などございましたら、ご自由にお書きください。

生活福祉保健委員会で質疑
８月１９日の生活福祉保健委員

会で、介護支援専門員（ケアマネー

ジャー）の実態把握の状況や、不

足の要因把握の状況について問い

質すとともに、県として介護支援専

門員の確保に向けて取り組むよう

要望しました。

９月８日（日）に広島県子ども議
会が開催されました。午前、子ど
も議員の皆さんは６つのグルー
プに分かれて県議会議員との交
流会を行いました。午後には、議
場において模擬県議会を開催し
ました。

広島県子ども議会開催

代表質問 的場豊議員（福山市）

Q．依然として賃金格差が解消してい

ない中、適切な価格転嫁が中小企業

等あらゆる業種に浸透し賃上げが進

むよう、どう取り組むのか？

A．県内中小企業等の持続的な賃上

げに向けては適正な取引による価格

転嫁の促進と生産性向上による高付

加価値化が重要。価格転嫁の促進

に向け「パートナーシップ構築宣言」

の普及促進に取り組んでいる。生産

性向上に向けてはDXの推進などの

設備投資促進などに取り組んでいる。

引き続き県内中小企業の持続的な

賃上げが進むよう全力で取り組む。

一般質問 稲葉潔議員（福山市）

Q．本年４月１日現在の待機児童数

はゼロになったが、課題が解決した

と考えているのか、課題が残ってい

るなら、どう解決に取り組むのか？

A．年度途中は入所が難しく、４月以

降待機児童が増加する。また多様化

する利用者の保育ニーズに応えきれ

ていないという課題もある。県におい

ては、保育士の復職支援や合同就

職説明会等を通じ保育士を確保する

とともに、病児保育等の多様な保育

ニーズに応じた保育環境の整備に努

めることにより、引き続き、待機児童

に係る諸課題の解決に取り組む。

一般質問 中原好治議員（南区）

Q．広島県内に孤立可能性のある集

落はいくつあるのか、また食料備蓄

や医薬品の確保、通信手段の確保

など対策をどのように進めるのか？

A．内閣府の調査では、災害時に孤

立可能性のある集落数は７６４集落

ある。今年度中に大規模災害発生時

の孤立集落対策として、ドローンを使

用した支援物資の輸送体制の構築

やスターリンクを活用した通信手段

の確保に向けた実証実験を行う。こ

の実証実験や孤立可能性集落の調

査結果のほか有識者の意見も踏ま

え、孤立集落対策の強化を図る。

湯崎知事に要望書を提出

８月１９日、湯崎知事に９月補

正予算に関する要望書を提出。
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